
被害防除対策として以下のことを行います

平面図（例）

断面図（例）

※崩壊等が発生しないよう勾配（１：１以上）で土羽による仕上げを行い、法面部分に

植生を行います。

※上記の被害防除対策が完成するまでの盛土施工中には雨水などの対策のため、ビニル

シートで法面を覆って保護します。また、グレーダなどで、のり肩側溝を設けて、法面

へ雨水が流下うするのを防止します。
※施工中に降雨が予想される場合は転圧機械や土運搬機械のあとが残らないように、作

業終了時にローラなどで表面をなめらかにし、その後転圧します。

※盛土境界に溝を設け、当該農地と隣接地の間にできる溝は、土砂が堆積しないように

適切な管理を行います。
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現況の表土を30cm剥ぎ取り、畑の表土にする。

河川工事における発生土を下に70cm埋める。
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